
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校３年 社会 解答及び配点一覧 No.1」

※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況

① １ (1) 思考 ○理由をいずれか１つの面から記述し ４ ○資料から被害の大きさの理由を２つの面から記 ６

判断 ている。 述している。

・戦争への参加国が連合国，同盟国あ ・第一次世界大戦への参加国が，連合国，同14 表現

わせて３６か国と多い。 盟国あわせて３６か国と多く，戦争の期間点

・戦争の期間が長かった。 も長かったため。

○資料からは読み取れないが，被害が

大きくなった理由が述べられている １。

・新兵器の登場

② (2) 知識 ２・イ

理解

③ (3) 思考 ○資料をもとに 「直接国税の制限撤 ３ ○資料をもとに，国税の制限撤廃と有権者の ６，

判断 廃」と「有権者の割合や有権者数」 割合や有権者数の増加の関係を具体的な語

表現 の増加のどちらかを答えている。 句や数字を示しながら答えている。

・直接国税の制限がなくなった。 ・直接国税が撤廃されたため，有権者の割合
が全人口の約２０％となった。

・全人口に対する有権者の割合が増え
た。 ・直接国税が撤廃されたため，有権者数が約

１０００万人となった。
・有権者数が増加した。

・直接国税が撤廃されてため，全人口に対す
る有権者の割合や有権者数が約４倍に増加
した。

④ ２ (1) 知識 ３・世界恐慌（せかいきょうこう）
理解 ※ひらがな可。
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⑤ 点 (2) 知識 ２・Ａ →（Ｅ）→ Ｃ →（Ｂ）→ （Ｄ）

理解

⑥ (3) 思考 ○示された語句を１つだけしか使って ４ ○示された２つの語句を使いながら，自分の ６

判断 いない。 言葉を加えながら当時の日本の様子を説明

表現 している。・国民の生活は苦しくなった。

・戦争により国民の生活は苦しくなっ ・生産のすべてが戦争のために使われ，生活

た。 物資の不足により国民の生活はますます苦

しくなった。

⑦ (4) 知識 ３・国際連合（こくさいれんごう）

理解 ※ひらがな可。

⑧ (5) 思考 ○さし絵の文字をそのまま記述してい ２ ○さし絵にある文字を自分の言葉で表現し， ４
判断 る。 記述している。

・戦争を放棄した国づくり。 ・戦争を放棄した平和で新しい日本の建設表現
・戦争をしない国づくり。 （国づくり）をめざしている。
・戦争に関する兵器を持たない国づく
り。

⑨ ３ (1) 思考 ○２つのグラフのうち，どちらか１つ ３ ○示された２つのグラフから「日本の人口構 ６

判断 を記述している。 成の変化」について記述している。

・６５歳以上の人口の割合が増えてい ・６５歳以上の人口割合が増加し，子どもの12 表現
る。 出生率は低下し，少子高齢社会となってい点

・子どもの出生率が年々低下している。 る。

⑩ (2) 思考 ○２つの資料のうち，どちらか１つの ４ ○(1)の解答に基づき，資料２と資料３の観点 ６

判断 資料にのみ着目し記述している。 を踏まえて記述している。

・６５歳以上の人口の割合が増え，社 ・少子高齢社会を迎えた日本は，今後，労働表現

会保障給付費が増加する。 力の減少と社会保障費の増加により経済的

・子どもの出生率が低下し，労働力人 に厳しい状況を迎えることが考えられる。

口がますます減っていく。

⑪ ４ (1) 知識 ○ 多数決の原理 少数意見の尊重 ４ ○「多数決の原理 「少数意見の尊重」の両面 ６「 」「 」 」

理解 のいずれか１つの面から記述している から記述している。。

・決定前には，少数意見を尊重する。 ・決定に際しては，多数の意見に従う必要が16

， 。点 ・決定後は，反対意見を持つ人も多数 あるが 少数意見も尊重しなければならない

の意見に従う。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校３年 社会 解答及び配点一覧 No.２」

※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況

⑫ (2) 関心 ○トラブルを防ぐための有効なルールが記述 ４

意欲 されている。

・決められた練習時間をきちんと守る。態度

・練習中に他のクラスや部活動生は体育館へ

入らない。

・全クラスに配当されるように，昼休みに使用

できる20分間を２つに分けて使用する。

⑬ (3) 思考 ○「各自の置かれている状況」と「特 ３ ○「各自の置かれている状況」と「特定の人 ６

判断 定の人が不当にあつかわれない」の が不当にあつかわれない」の両方を答えて

表現 どちらか一方を答えている。 いる。

・校内合唱コンクールに取り組んでい ・体育館を利用したい１２クラスと日頃から

る１２クラスに配慮している。 部活動として取り組んでいるバスケットボ

・昼休みと放課後の２０分に限定し， ール部とバレーボール部に配慮し，公正な

バスケットボール部とバレーボール きまりとなっている。

部に配慮している。

【授業改善の視点】

学習したことを基に 「対立」と「合意 「効率」と「公正」の観点から学校生活や日常の生活の中でおこる事象を捉え，自分， 」，

で考えたことを書いたり,話し合うなどの活動（言語活動）を通して,社会的事象に関する見方や考え方を深めていく学習活動を

積極的に取り入れる。

⑭ ５ (1) 知識 ○国会と内閣の関係が記述されていな ２ ○国会と内閣の関係から記述している。 ４

・議院内閣制を採用しているため，国民から理解 い。

・国会議員の中から選ばれる。 選ばれた国会議員の中から，内閣総理大臣28

・直接選挙はしない。 が国会で指名され選ばれる。点

・内閣総理大臣を直接選べない。

⑮ (2) ２知識・理解 ・②，④

⑯ (3) 知識 ○権力の集中，国民の自由の侵害の一 ４ ○権力の集中，国民の自由の侵害の両方から ６

理解 方から記述している。 記述している。

・国の権力は強制力を持っているので ・国の権力は強制力を持ち，それが１つの機，

それが１つの機関に集まると大きな 関に集中すると，とても大きな力になり，

力になるから。 濫用されると国民の自由がおびやかされる

・権力が集中し，濫用されると国民が ため。

持つ自由がおびやかされるため。

⑰ (4) ４関心意欲 ・イ → ウ → ア → エ

態度

⑱ (5) ① 技能 ３・Ａ

⑲ ② 技能 ３・×

⑳ ③ 技能 ３・Ｃ

㉑ ④ 技能 ３・Ｂ，Ｄ

㉒ ６ (1) 知識 ３・２５，２６

理解
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㉓ 点 (2) ① 技能 ３・Ｃ

㉔ ② 技能 ３・Ｂ

㉕ ③ 技能 ３・Ｄ


